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研究課題 ベクトルハンドルの方法による正標数の可換環論の研究 

   研究の計画について、平成 21 年度科学研究費補助金申請時の計画概要を記入ください。 

近年、正標数の代数多様体の上のベクトルバンドルの研究で大きな進展があり、重要な予想が解決された。その影

響は代数幾何学のみならず、可換環論にもおよび、H. Brennerは可換環論の密着閉包理論にベクトルバンドルの理

論を応用し、長年の懸案であった局所化との可換性問題の反例を与えるなど、著しい発展をもたらした。しかしな

がら、このような新しい動きが始まる以前から、例えば射影代数多様体のコホモロジーに関する小平消滅定理や川

又・フィーベックのい消滅定理の正標数における反例構成などは、１９７０年代の丹後によるベクトルバンドルの

研究が基礎になっており、この結果は可換環論の立場からも興味深いことがわかってきた。本研究では、ベクトル

バンドルの理論の可換環論への応用を、可換環論や代数幾何学の最新の研究動向の視点から再検討し、代数多様体

のコホモロジーや特異点理論について、さらなる発展をめざすものである。具体的には、 

１． 代数多様体のベクトルバンドルの関する基本的な結果の調査 

２． 正標数の可換環における密着閉包の理論と特異点理論の関連の検討 

３． コホモロジーの小平消滅定理の反例の組織的構成法の検討 

４． 代数多様体の双有理幾何学との関連の検討 

について調査・研究をすすめる。 

 

   研究成果について、概要を記入ください。 

 

正標数の射影代数曲面上の小平消滅定理のM. Raynaudの反例を拡張した論文を仕上げて学術雑誌に投稿し、受理さ

れた。また、この結果を２０１０年１月のハノイでの研究集会で発表した。それ以外には、複素代数多様体の双有

理幾何学における森理論、ベクトルバンドルのボゴモロフ・ギースカ不等式と小平消滅定理との関連などを調査・

検討した。 

 

本ページはホームページに公開いたします。１ページに収めてください。 


